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簡
単
な
読
み
・
書
き
・
計
算
の
学

習
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
認
知

症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
、
川
島
教
授
ら
の
研
究
に
よ
り

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

脳
の
健
康
楽
習
会
は
、
人
前
で

発
表
し
た
り
、
難
し
い
問
題
を
解

く
勉
強
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

ラ
ス
ラ
学
習
で
き
、
楽
し
い
会
話

が
飛
び
交
う
「
楽
習
会
」
で
あ
り
、

脳
を
鍛
え
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

方
法
を
習
い
、「
習
慣
」
に
す
る

た
め
の
教
室
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
に
教
室

（
楽
習
会
）
に
通
い
、
残
り
の
６

日
間
は
、
10
分
程
度
で
で
き
る
教

材
を
自
宅
で
行
い
ま
す
。
楽
習
会

で
は
、
楽
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の

支
援
で
学
習
す
る
こ
と
も
勿
論
で

す
が
、
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー
を
片

手
に
楽
し
い
会
話
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
友
人
も
で
き
る

な
ど
、
楽
習

会
を
通
し
て

新
た
な
人
と

ひ
と
と
の
つ

な
が
り
も
育

ま
れ
て
い
ま

す
。

現
在
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
様
々
な
活
動
や
研
究
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、

今
年
９
月
に
は
、
鳥
取
県
で
第
１
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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う
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本
会
で
は
「
脳
ト
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」
で
お
馴
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み
の
東
北
大
学
・
川
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隆
太
教
授
ら
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
教
材
を
用
い
て
、
認
知
症
予
防
教
室
と
し
て
「
脳
の
健
康
楽
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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会

は
じ
め
よ
う

認
知
症
予
防・脳
の
健
康
楽
習
会

「読み書き」と「計算」
・新聞などの短い文章を音読する
・日記、メモ、手紙を書く
・カレンダーの日付を足す
・信号待ちで車のナンバーを足す

人とのコミュニケーション
・外出して友人、知人と交流する
・家族と積極的にお話をする

手指を使って何かを作る
・料理をひと工夫する
・調理だけでなく、献立を考えたり
盛りつけをする

・楽器の演奏をする

毎
週
月
曜
日
、
開
催
中

脳を鍛えるポイント

脳
の
健
康
楽
習
会
と
は
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このコンテストは、写真を通して世代間交流、仲間づくりや生きがいづくりに取組むと
ともに、市民の皆さんの積極的な地域の福祉活動への参加を推進しようとするものです。

７月１日～８月31日までの間に、日常の生活の中にある笑顔、ふれあい、助け合い、交
流など、しあわせ（福祉）を題材とした写真を募集しました。今年は18～92歳までの91
名の方から149作品の応募があり、応募者・応募数ともに過去最多でした。たくさんのご
応募、ありがとうございました。
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150 応募数の推移

田中光恵さん 阿武静恵さん内海敏文さん西村隆男さん

山田弥一さん長瀬浩治さん平田美代子さん

國光峯代さん矢田部昌司さん齊藤富美代さん
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中原洋士さん
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雪に覆われる長い冬の閉
じこもり予防のため、５年
前からサロンを始めました。

年長者の方からは、こん
にゃくや豆腐の作り方を指
導していただき、学ぶこと
がたくさんあります。また、
手芸などは作りやすいもの
にするなど、皆で知恵を絞り、お互いに支え合いな
がら楽しい時を過ごしています。これからは、若い
方や男性もサロンに入り、仲間がたくさん増えれば
いいなと思っています。
近頃は、ご近所の高齢者宅で、夜中まで電気やテ

レビがついているところがあると気になって訪問し
たり、「元気がないな。」と感じる方に声をかけたり
しています。
近所同士で見守り、声をかけ合うことの大切さを

感じながら、サロンの仲間といつまでも元気で楽し
く過ごしていきたいと思っています。

近所同士で支え合う
（むつみ・殿川／69歳）
藤本　静惠さん

私は、９月から「脳の健
康楽習会」にサポーターと
して参加しています。楽習
者を励まし、褒め、日常生
活の話し相手をさせていた
だき、また談話室でのひと
時は、趣味や家族のこと、
食事、旅行など話がつきま
せん。そして、皆さんから「この教室に来るのが楽
しみです。」と聞いたときは、うれしく思います。
以前から、認知症の予防には大きな関心がありま

した。私自身、妹が若年性認知症になり、家族も自
信と誇りを失って暗い生活を送っていることを知
り、何とか手助けすることはないかと思っていまし
た。そんなとき、友人から認知症についての研修会
に参加してみないかと誘っていただいたのが、きっ
かけでした。勉強したことを思い出し、自分磨きを
しながら楽習者の支えとなれるように努力していき
たいと思っています。

自分磨き
（萩・西田町の2／70歳）
刀禰　厚子さん

毎年、老人クラブと生活
改善実行グループ連絡協議
会、育英小学校とで田植え、
稲刈り、餅つきを通して交
流しています。

田んぼに入る子どもたち
は、気持ち悪そうな顔、楽
しそうな顔、全く変わらな
い顔など様々で、そんな様子を見ると皆の顔もほこ
ろんできます。
一生懸命植えた稲がよく育ち、10月には稲刈りを

しました。高学年になるほど鎌の扱いも慣れてどん
どん刈り取っていくので、束ねるのが追いつかない
ほどでした。今年は、もち米が豊作で、今から餅つ
きが楽しみです。
今では珍しくなった昔ながらの方法で、子どもた

ちと一緒に私も楽しく活動させてもらっています。
今後も、地域全体で子どもの成長を見守っていけた
らいいなと思います。

地域で子育て
（須佐・中津／80歳）
石永　治平さん

今年は、江戸時代後期に
薪炭百姓一揆で犠牲になっ
た義民・平助と権太の殉難
200年にあたり、４月に有
志で慰霊祭を行いました。

かつて、川船で薪炭を運
び生計を立てていた農民に
とって、水量が減って船が
通れなくなるという水車の存在は大きな死活問題で
した。そんなとき彼らは、堂々と自分の考えをはっ
きり訴え、村人を救ったのです。こうしたことを分
かりやすく伝えるために、児童生徒には、自分で作
ったパネルを使って説明してきました。
村人の代わりに犠牲になってでも村を守った平助

と権太のことを、義民として今後も永く敬意と感謝
の念をもって語り継いで行きたいと思っています。

平助・権太を語り継ぐ
（川上・遠谷／78歳）
宇田川　憲吾さん
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小川小学校6年生
６人が、車イス・
アイマスク・高齢
者擬似体験に挑戦。
やさしさと思いや
りの大切さについ
て、学習しました。

須佐中学校３年生と老人クラ
ブの方とのふれあい交流会。
将棋やお手玉、百人一首など
を一緒に楽しみました。

紫福地域福祉活動推進
委員会で、地域巡回バ
ス（ぐるっとバス）の
利便性について協議し
ました。

川川
上上
川
上

萩萩萩

須須
佐佐
須
佐

佐々並長瀬で「ある
もの探し」を行いま
した。歴史的遺産や
暮らしの中で受け継
がれてきたことな
ど、集落の宝物の再
確認ができました。

おいでませ！山口大会
の「ふれあい広場」。多
くのボランティアの協
力で特産品をふるまい、
障がい者施設や個人の
作品展示など、おもて
なしを行いました。

福福
栄栄
福
栄

ひとり暮らし高齢者
のふれあい会食会。
振り込め詐欺などの
防犯について学んだ
り、レクリエーショ
ンも行って楽しみま
した。

旭旭旭 万万川川
田田万川
田

上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室上長瀬の氷室
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ご  芳  名 ご  住  所 備　考 寄  付  額 ご  芳  名 ご  住  所 備　考 寄  付  額

田口　清美 見島12区 母／良子 金一封
守永　光照 見島10区 父／修助 金一封
松原　又市 大島赤穂瀬先 父／晃 金一封
松浦　正明 相島中 母／ミツヱ 金一封
山川　豪久 後小畑の２ 母／益代 金一封
古谷　栄規 大井港浜の２ 父／守 金一封
冨田　梨枝 東京都港区 母／千壽子 310,000円
西田　俊彦 無田ヶ原の１ 父／和彦 金一封
末岡　栄治 川島３区の１ 父／勇 金一封
金子　充治 三見浦４ 母／ツヤ子 金一封
林　洋二 浜崎１区の１ 兄／博 金一封
柴田　貢 前小畑１区 母／秀子 金一封
村上　俊道 三見河内 母／キクコ 金一封
萬屋　修 倉江の２ 母／はん 金一封
永照寺 中小畑の２ 200,000円
早川テル子 土原１区の３ 夫／清 金一封
多田　宏子 堀内１区の３ 夫／國義 50,000円
恵木　昭子 浜崎３区の２ 夫／節夫 金一封
山本　貞明 土原３区の１ 父／信夫 金一封
野村　英治 川島２区の２ 母／マア 金一封
中村　哲 前小畑１区 母／里子 金一封
貞光　謙 無田ヶ原の３ 父／俊一 金一封
杉山　貞子 川島３区の１ 夫／純一 金一封
藤原　浩文 平安古東区の３ 父／優児 金一封
田中　義信 玉江浦１区の３ 妻／道子 金一封
兼本　初音 玉江３区 夫／恒男 金一封
堀　郁子 樽屋町 夫／良留 金一封
久保田一朝 笠屋 妻／キミ子 金一封
幸坂　幸子 御許町の２ 夫／幾助 金一封
田村　尚之 椎原の１ 母／トミ子 金一封
礒部小夜子 玉江浦２区の２ 夫／義一 金一封
岡村トキコ 熊谷町 夫／茂作 金一封
寺田　博志 玉江浦１区の１ 妻／良子 50,000円
綿屋　稔 堀内１区の２ 父／一夫 100,000円
松浦　有記 大井土井 母／トキエ 金一封
長谷登茂子 樽屋町 母／陸奥子 金一封
竹中　一男 椎原の２ 父／忠男 金一封
竹下　道和 大島赤穂瀬前 父／佳亨 金一封
岡本　尚 江向２区の１ 父／郁男 200,000円
河村　浩次 川島１区の１ 父／稔 金一封
吉賀　崇之 前小畑１区 父／晶司 金一封
吉岡龍太郎 西木間 父／豊達 金一封
永田　俊信 大井七重 父／信雄 金一封
柴田　和則 江向１区の３ 母／シゲヨ 金一封
紺藤　美和 中津江の２ 母／初枝 金一封

郷田　正則 中津江の１ 妻／宣子 金一封

岡　幸子 横坂 夫／俐 金一封

田邊　文代 江津 夫／博 金一封
石津　勉 松崎 母／長子 金一封
松原美智子 戎二 夫／文夫 金一封
須郷　覺 小川16区 妻／歌子 金一封
古和　達子 小川11区 母／イシ 金一封
横川　久輝 湊 母／邦子 金一封
宮内　保房 八幡 母／ゆき子 金一封
森田サカエ 松崎 夫／定一 金一封
金山　浩 益田市久々茂町 母／みち江 金一封

高橋　重明 長尾 父／芳正 金一封
藤本　昌紀 吉部殿川 母／シヅ 金一封
中村　健治 小国 父／文人 金一封
川渕　清子 広瀬上 夫／好松 金一封
栗田　紀司 金谷 母／アサ子 金一封
吉岡　憲弘 横坂 母／イサヨ 金一封
種子　豊 岡田 母／克子 金一封

井上　実 益田市久代町 母／トモヨ 金一封
本尾　信雄 野頭 母／ハナ子 金一封
立野　正美 山口市平井 妹／シヅコ 金一封
餅山　良一 浦中 父／眞久 金一封
鈴川ミヨ子 入江 夫／竹三郎 金一封
末永　徳行 弥富11区 母／幸 金一封
西崎　正隆 浦西 父／七郎 金一封
松原　逸子 松原 夫／信一 金一封
西崎　正隆 浦西 母／チヱコ 金一封

山根　猛雄 上市 父／進 金一封
土山　康夫 原 父／喜代治 金一封
渡辺錬三郎 深瀬 母／マス子 金一封
小林　庸子 高津 夫／康彦 金一封
金子　勇 下市 父／安忠 金一封
中村扶之男 原 母／カツエ 50,000円
片山　重明 大下 妻／文江 金一封
植村　暁雄 蔵屋 母／絹枝 50,000円

岩武　和子 平原 夫／三吉 金一封
金子　博忠 平蕨 母／繁子 金一封
永安香代子 東宗 母／内田ソメヨ 金一封
安野　寛志 小西見 父／賢一 金一封
金子　清美 半田 母／長子 金一封

萩

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
指定寄付は、掲載していません。
※平成23年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）

川　　　上

田　万　川

む　つ　み

須　　　佐

旭

福　栄



匿名 5,000円
匿名 1,230円
山口銀行萩支店行員一同 125,000円

山根ヨリ子 川上山田 金一封

2011.12.1 vol.417

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

須山　親友 小川18区　　 見舞返し 金一封

村田　幸重 角力場 金一封

車椅子２台 山口トヨペット株式会社
ポータブルトイレ、紙おむつ、押し車 杉山　貞子 川島３区の１

紙おむつ・はくパンツ他 匿名

ご　芳　名 ご　住　所

米30kg 岡　敦子 永井

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所内　　　　容
福　栄

２年余前、「私たちは今、エコキャップを集めていま
す。回収箱を窓口に置かせてください！」と、ガールス
カウトの子どもたちが一生懸命に話していたことを覚え
ています。

その後、活動はたくさんの方々に広がり、小さなキャ
ップ、一人ひとりの少しずつの協力が集まり、大きな力
となりました。発展途上国など、約100人分もの子ども
たちにワクチンが届けられたことは、国境を超えたすば
らしい贈り物になったと思っています。（た）

編　集　室

高齢者虐待防止研修会 交通遺児払出金の申込受付

エコキャップ集計結果報告

歳末たすけあい募金の配分申込受付

（香典返し・一般寄付合計　87件4,706,580円、内指定寄付　25件1,030,000円）

高齢者虐待に関して理解を深め、高齢者や介護者を
見守り、支え合う地域のあり方について皆さんで一緒
に考えましょう。
●日　時 １月29日（日）13：30～15：30
●場　所 サンライフ萩
●入場料 無料
●講　演 「地域の笑顔は『元気かいねえ！』

の一声からPart2」
山高正義氏（山口県社会福祉士会権利擁護

センター「ぱあとなあ山口」運営委員）
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

歳末たすけあい募金の配分の申請を受付けています。
●配分対象及び配分予定額（生活保護受給世帯は除く。）

(１)生活困窮世帯・準要保護世帯
１世帯5,000円、1人につき3,000円
※民生児童委員、教育委員会に照会します

(２)在宅介護者　5,000円（現在、次の家族を在宅
で6ケ月以上介護している主たる介護者）

①要介護４・５　②身体障害者手帳１・２級
③療育手帳A ④精神保健福祉手帳１・２級
※被保険者証または手帳の写しを添付

●申込締切 12月9日（金）
●交付時期 12月19日（月）～12月26日（月）
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

ご  芳  名 ご  住  所 備　考 寄  付  額 ご  芳  名 ご  住  所 備　考 寄  付  額
田　万　川

旭

萩市善意銀行では、交通遺児への寄付金の払出申請
を受付けています。（12月９日（金）まで）
●配分対象及び配分予定額

18歳未満の交通、海難、航空遺児のおられる世帯
1世帯5,000円、1人につき5,000円

萩社協では、「ペットボトルのキャップを集めて、
世界の子どもたちにワクチンを届けよう！」という運
動を応援しています。たくさんのご寄付ありがとうご
ざいました。引き続き、ご協力よろしくお願いします。

H21. 5～H22.10 18,563個　ワクチン23人分
H22.11～H23.  8 58,500個　ワクチン73人分

●萩社協では、清涼飲料水のペットボトルのキャップ
が対象です。他の物を混入させないでください。

●シールをはがし、洗ってからお持ちください。

萩

川　上

萩

旭
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発
行
　
社
会
福
祉
法
人
　
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

http://w
w
w
.hagi-shakyo.or.jp/

〒
758−0041 萩

市
江

向
356−3　

TEL 0838−22−2289　
FAX 0838−22−2026

【
本

　
　

所
】

0838−22−2289【
川
上
事
務
所
】

0838−54−2645【
田

万
川

事
務

所
】
08387−2−0277【

む
つ

み
事

務
所
】

08388−6−0237
【

須
佐
事
務
所
】

08387−6−2204【
旭

事
務

所
】
0838−56−0856【

福
栄

事
務

所
】

0838−52−0338

秋
が
深
ま
り
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て

く
る
と
必
ず
思
い
出
す
の
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
自
分
な
り
の
「
心
の
風
物
詩
」
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
歌
で
あ

り
、
音
楽
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景

で
あ
り
ま
す
。

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み
」

の
風
物
詩
は
、
前
述
の
俵
万
智
さ
ん
の
一

人
よ
り
も
二
人
、
二
人
よ
り
も
三
人
と
広

が
る
温
か
い
笑
顔
の
「
歌
」
で
す
。
認
知

症
予
防
・
転
倒
予
防
・
老
化
防
止
に
カ
メ

ラ
の
趣
味
を
活
か
し
て
健
康
づ
く
り
の
先

兵
に
な
ろ
う
と
会
員
32
人
（
平
均
年
齢
84

歳
、
最
高
齢
は
98
歳
）
が
、
日
び
新
た
に

自
助
、
共
助
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

感
じ
て
撮
る
　
毎
月
一
回
の
定
例
会
の

ほ
か
、
野
外
撮
影
会
や
毎
年
春
と
秋
に
作

品
発
表
会
を
開
催
し
て
「
感
じ
て
撮
る
」

の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
市
外

へ
出
か
け
る
野
外
撮
影
会
は
好
評
で
、
す

で
に
県
下
を
く
ま
な
く
回
り
ま
し
た
。
そ

の
車
中
の
会
話
の
中
に
は
「
感
じ
て
撮
る
」

の
意
味
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
〝
か
す
か
に

こ
ぼ
れ
る
光
〟
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は
、

芸
術
性
を
高
め
、
楽
し
い
結
果
を
生
む
と

信
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
作

品
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
の
癒
し
の
空
間

に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
五
七
五
　
こ
れ
も
ま
た
、
会
と

し
て
力
を
入
れ
て
い
る
作
品
発
表
会
で

す
。
作
品
に
十
七
文
字
の
コ
メ
ン
ト
を
添

え
る
こ
と
が
約
束
事
で
す
。
写
真
は
、
多

く
の
情
報
が
詰
ま
っ
た
読
み
物
と
い
え
ま

す
。
し
た
が
っ
て
五
七
五
は
、
鑑
賞
者
に

情
報
を
正
し
く
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
助

け
舟
で
す
。
ま
た
、
作
者
か
ら
い
え
ば
頭

の
体
操
で
あ
り
、
認
知
症
予
防
の
良
薬
と

も
い
え
ま
す
。
十
七
文
字
の
言
葉
と
写
真

か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
美
し
さ
」
を
再
確
認

す
る
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
拍

手
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

や
ま
ぐ
ち
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
章
受
章

平
成
13
年
に
誕
生
し
た
会
は
今
年
、
記
念

す
べ
き
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
10
年
の

歩
み
の
集
大
成
と
し
て
、
会
員
が
持
ち
寄

っ
た
〝
心
を
鼓
舞
す
る
言
葉
〟
を
集
め
た

応
援
歌
を
創
作
し
ま
し
た
。
11
月
13
日
、

や
ま
ぐ
ち
元
気
フ
ェ
ア
で
の
受
章
は
、
グ

ル
ー
プ
の
部
と
し
て
萩
市
で
は
初
め
て
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
会

員
一
同
こ
れ
を
機

に
、
ま
す
ま
す
感
性

を
磨
き
、
地
域
へ
恩

返
し
を
し
た
い
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
写
真
教
室
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み
」

代
表

西
元
　
勇

「
寒
い
ね
」
と
話
し
か
け
れ
ば

「
寒
い
ね
」
と
答
え
る
人
の

い
る
あ
た
た
か
さ

感
じ
て
撮
る

感
じ
て
撮
る

感
じ
て
撮
る

感
じ
て
撮
る

感
じ
て
撮
る


